
道の駅「美山ふれあい広場」の取り組み

京都府南丹市美山支所地域推進課



・京都府のほぼ中央に位置する南丹市は、
平成１８年１月１日に「美山町」「日吉
町」「園部町」「八木町」が合併し誕生

・南丹市美山町は、市の最北端にあり、面積
約340㎢で市の約55%の面積を占める

・人口は約3,800人で典型的な中山間地域の
町であるが、昔ながらの民家が残る「かや
ぶきの里」として有名な地域

・美山町地域には鉄道はなく、住民の主な移
動手段はマイカー、タクシー若しくは公共
交通の市営バスといった自動車交通のみ

１．南丹市の概要（その１）
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美山町を代表する観光スポット「かやぶきの里」

位置図
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・「美山ふれあい広場」がある安掛(あがけ)地区は京都市内から約50㎞、国道
162号線と主要地方道(京都府道)が交差する交通の要所で、診療所、保健福祉
センター、高齢者コミュニティセンターやJA店舗などの施設が集まり、古くから
美山町の玄関口として発展

・今では、昔懐かしい田園風景や農産加工品を求めて、京阪神エリアを中心に全国
各地からマイカー、オートバイやサイクリストの方々が訪問

道の駅 美山ふれあい広場の様子

多くのバイカーで賑わっている休日の道の駅
「美山サイクルグリーンツアー」の一コマ
約1,000名のサイクリストが集うサイクリングイベントのエイド

ステーションとして、地域住民が作る地元産品を使った食事
などでサイクルリストをおもてなししている

１．南丹市の概要（その２）
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道の駅 美山ふれあい広場の位置

道の駅
美山ふれあい広場
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・拠点となる道の駅をつくるまでには様々な課題があった

・特に人口減少と高齢化は地域コミュニティにとって大きな課題であった

・全国の中山間地域と同様に、人口減少と高齢化が進み、昭和30年に１万人を超
えていた人口は平成10年代には５千人まで落ち込み、高齢化率は集落全体の
50％となり、平成28年4月には町内に５つあった小学校が統合し１校となった

・地域コミュニティの再生を目指し、美山町の５つの小学校区単位（旧村単位）
で広域自治組織「地域振興会」を立ち上げた

・一方、同時期の平成12年にJAの広域合併が決定され、併設されていた食料品や
日用品販売の店舗が閉鎖され、車を持たない高齢者の買い物が不自由になる恐
れが出てきた

・立ち上げた広域自治組織の１つである「平屋振興会」が中心となって住民によ
る話し合いを進め、平成14年に地域住民の共同出資により「有限会社ネット
ワーク平屋」を設立し、JAの店舗営業を引き継ぎ「ふらっと美山」をオープン

２．経緯

対策
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・住民の決断と行動を支援するため、当時の美山町は、JAの店舗施設を買収・修繕
を行った上で、（有）ネットワーク平屋に無償貸与し「ふらっと美山」が誕生

・日々の生活に欠かせない食料品や日用品だけでなく、観光客向けに地元野菜や
「美山牛乳」などの特産品も販売するようになった

・「ふらっと美山」の２階には「平屋振興会事務局」が入居し、行政職員を配置し
て行政窓口業務を行い地域住民の利便性の向上を図っている

・平成17年には、「ふらっと美山」とその周辺の既存施設を活かし、道の駅「美山
ふれあい広場」として登録された

・さらに、近隣に郵便局や漁業協同組合、ガソリンスタンド、飲食店などの施設が
あり、１つのエリアで日常的な買い物、行政サービス、医療福祉、観光など様々
なサービスが集約された「小さな拠点」が誕生

３．既存施設を活用した拠点づくり
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ふらっと美山 平屋振興会の行政サービス



平屋郵便局

美山診療所

美山保健センター
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美山漁協

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場
道の駅 美山ふれあい広場の区域

バス停

バス停

美山ふるさと㈱

平屋振興会・JA京都ATM

ふらっと美山（物販）

高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

京都の森の案内所（観光案内）

美山牛乳（加工・販売）

トイレ

道の駅 美山ふれあい広場 周辺施設の位置
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観光情報を含め来場者に案内している

美山ふるさと（株） 美山牛乳

７

京都の森の案内所
京都丹波高原国定公園ビジターセンター

平屋振興会・ＪＡ京都ＡＴＭ



【背景】

４．地域住民の足としてのバス（その１）

道の駅構内のバス停（南丹市営バス）

８

・平成初期には、JRバスと民間バス路線が運行されていたが、利用者の減少と
ともに路線バスが廃止

・平成6年のJRバスの廃止により、町営バス（当時）が唯一の公共交通となった

・平成18年の南丹市合併後は市営バスとして引き継ぎ、市役所本庁がある園部
地域までバスが乗入れ

【課題】

・町の中心部から離れた場所や過疎地域では、路線バスの運行がなかったり、
あったとしてもバス停が遠く、利用できないなど問題があった

・平成21年に高齢者を対象とした聞き取り調査をしたところ、「通院」と「日
常の買い物」の交通手段に不便を感じているとの意見が多くあった

①デマンドバスの導入（各集落と道の駅を結ぶ）

②道の駅構内に市営バスとデマンドバスのバス停
を設置し、利便性の向上に繋げた

【解決方法】

・「小さな拠点」が誕生してからも、自己移動手段を持たない交通弱者の方の
移動手段をいかにして確保して集約するかが大きな問題としてあった



【市営バス】

４．地域住民の足としてのバス（その２）
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・道の駅を経由して、南丹市中心地のJR日吉駅、園部駅方面や大学病院等を結
ぶ市営バスは、現在３路線（美山園部線、知井線、京北線）運行

・市の中心部を結ぶ主要路線の美山園部線は１日12便（平日）、所要時間は道
の駅から大学病院まで約50分

・運賃は旧町単位でゾーン制とし、美山地域からJR日吉駅や大学病院までは片
道600円、JR園部駅までは片道900円（小学生以下は運賃半額）

・南丹市民や市内への通学者に割引パスを発行し、基準運賃を半額にする制度
を採用



【美山・日吉地域市営バス路線図】

４．地域住民の足としてのバス（その３）
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道の駅
美山ふれあい広場

大学病院

JR日吉駅 出典：南丹市路線バス案内
マップを基に一部追記



４．地域住民の足としてのバス（その４）

11

【デマンドバスの導入】

・自宅からバス停までが近く、集落内の狭い道路を走行できる新たな公共交通と
して、小型車両を利用した予約型のデマンドバスの導入が検討された

・市営バスが運行しない空白地帯を埋めるため、平成23年4月にデマンドバス運
行の実証実験を開始

・利用者の意見に基づく改善策を反映させ、平成24年10月に本格運用へ移行

・利用者の利便性を考慮して、休憩所やトイレがある道の駅構内に市営バスとデ
マンドバスの停留所を設置

・デマンドバスは４路線（深見線、大野線、知井線、鶴ヶ岡線）、平日のみ運行

・所要時間は15分～1時間、運賃は150～400円

【デマンドバスの利用状況】

・運行当初の平成23年度には、
年間約380人の利用であったが、
その後は800人程度を推移

・利用者の約３割は美山診療所
までの移動が目的で、市営バ
スを補完する“地域の足”と
して、住民の間で着実に定着
してきている 0
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４．地域住民の足としてのバス（その５）
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【道の駅を拠点としたデマンドバス４路線の路線図】

道の駅
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出典：南丹市デマンドバス路線図を
基に一部追記



５．「森の京都」による観光振興
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【森の京都とは】

・南丹市美山町には、手付かずの自然が多く残る「芦生原生林」や国の重要伝統
的建造物群保存地区に選定されている「かやぶきの里」など、貴重な地域資源
に恵まれ、多くの人々が訪れる観光スポットとして知られている

・同地区を中心とする約6.9万haの区域は、森林や河川の多様な生態系や人々の
生活と結び付いた文化的景観が評価され、平成28年3月に「京都丹波高原国定
公園」に指定された

・この国定公園を中心とした府中部地域では、森の文化や豊かな自然の恵みを内
外の交流拡大に繋げる地域振興策「森の京都」の取り組みが進められている

【観光振興】

・「森の京都」の動きと連動しながら、道の駅の活性化を図ろうと、地域で民宿
や旅館等を経営する多くの観光事業者自身が立ち上がり、地域の資源を活かし
た町内の回遊・宿泊プランの開発も始まっている

・観光客が求めるスタイルが、単なる観光から
体験・交流へと変化し、田舎の魅力が注目さ
れるようになった中、道の駅が果たすべき役
割についても美山町全体の観光戦略の中で見
直し、休憩、情報発信、地域連携の各機能を
強化・充実させる取り組みが必要な時期を迎
えている

かやぶきの里の様子



６．おわりに
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・この「小さな拠点」が充分に機能するためには、住民の利便性の向上が不可欠
であり、これからますます進行していく高齢化社会への対応として、「守りの
砦」を維持し、さらに進化させていかなければならない

・道の駅登録から10年が経過した「美山ふれあい広場」においても、昭和60年代
に建築された施設などの老朽化が目立っており、利用者からリニューアルが求
められている

・住民が気軽に集い交流する場としての活用、住民の日常の足となる交通手段の
確保、バスターミナル設置による安全対策なども検討する必要がある

・高齢者などの見守りや外出支援と合わせて、移動販売や宅配・集荷サービスを
提供することができれば、さらに地域福祉の向上に貢献するものと考えている

南丹市美山支所 地域推進課


